
大

陸
（
北

支
）
　 

北
支
の
戦
闘

戦
傷
の
苦
労
を
　 

夫
婦
で
乗
り
越
え
　 

岩
手
県
　
上
澤
正
一
　 

私
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
岩
手
県
遠
野
市
で
生
ま

れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
四
月
十
日
、
教
育
召
集
に
よ

り
、
弘
前
の
歩
兵
第
五
十
二
連
隊
歩
兵
砲
中
隊
に
入
隊
し
、
同

年
七
月
十
一
日
、
召
集
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
既
に
支
那
事
変
も
長
い
年
月
継
続
し
、
自
分
の
友
人

等
も
、
昭
和
十
五
年
徴
集
兵
と
し
て
各
隊
に
入
隊
し
、
一
部
の

人
達
は
、
中
国
の
戦
線
で
戦
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
同
年
輩
の

私
に
も
い
つ
の
日
か
、
召
集
令
状
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

弘
前
の
師
団
は
昔
か
ら
の
古
い
師
団
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私

の
入
隊
し
た
連
隊
は
、
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
で
は
な
く
、
歩
兵

第
五
十
二
連
隊
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
外
地
へ
行
く
の
か

と
、
初
年
兵
教
育
の
時
に
は
心
配
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

七
月
十
一
日
に
召
集
解
除
と
な
り
家
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。私
は
昭
和
十
五
年
の
徴
兵
検
査
で
は
現
役
で
は
な
く
、
第
一

補
充
兵
に
な
っ
た
の
で
す
。
昭
和
十
六
年
一
月
に
結
婚
し
、
家

庭
を
持
っ
て
か
ら
の
教
育
召
集
で
し
た
か
ら
、
約
三
カ
月
で
解

除
に
な
り
、
家
業
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
年

十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
、
連
戦
連
勝
に
心
も
浮
き

立
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
も
い
よ
い
よ
来
る
べ
き



も
の
、
再
度
の
召
集
で
す
が
、
今
度
は
臨
時
召
集
令
状
を
受
け

ま
し
た
。

家
の
方
は
、
父
も
地
域
の
役
職
を
し
て
い
た
り
、
家
業
も
農

業
の
他
に
商
売
し
て
い
る
と
い
う
環
境
で
し
た
の
で
、
一
応
、

後
顧
の
憂
い
な
く
、
昭
和
十
七
年
四
月
八
日
、
歩
兵
第
五
十
二

連
隊
補
充
隊
に
入
隊
し
、
独
立
歩
兵
第
一
一
八
大
隊
歩
兵
砲
中

隊
に
入
隊
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

出
征
当
時
の
朝
、
先
祖
の
仏
前
に
武
運
の
長
久
を
祈
願
し
、

家
内
み
ん
な
の
、
特
に
妊
娠
中
の
妻
の
健
康
を
祈
り
、
歓
送
す

る
村
の
人
達
に
感
謝
を
し
な
が
ら
家
を
出
ま
し
た
が
、
そ
の

時
、
九
十
歳
の
祖
母
が
縁
側
に
座
り
「
気
を
つ
け
て
行
っ
て
こ

い
よ
」
と
、
涙
を
か
く
し
て
励
ま
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
そ
の

後
も
何
時
も
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ

の
時
の
祖
母
の
気
持
ち
、
孫
の
私
の
生
還
を
心
か
ら
祈
っ
て
の

言
葉
で
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
。

同
年
四
月
二
十
六
日
、
宇
品
港
を
出
帆
、
中
国
大
陸
に
上

陸
、
任
地
、
北
支
那
山
西
省
に
列
車
で
向
か
い
「
洪
洞
」「
臨

汾
」
下
車
、
同
方
面
の
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
大

陸
の
風
景
、
風
俗
に
接
し
な
が
ら
、
四
囲
の
敵
を
警
戒
し
つ

つ
、
初
め
て
の
戦
地
勤
務
に
つ
い
た
の
で
、
緊
張
の
日
々
で
あ

り
ま
し
た
。

北
支
那
は
、
■
介
石
の
正
規
軍
ば
か
り
で
な
く
、
共
産
八
路

軍
も
多
く
、
警
備
、
討
伐
と
、
住
民
と
の
融
和
と
い
う
日
々
を

過
ご
し
な
が
ら
、
や
が
て
戦
地
生
活
、
勤
務
に
慣
れ
て
き
ま
し

た
が
、
決
し
て
心
を
ゆ
る
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
々
で
も
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
戦
争
の
過
酷
さ
、
行
軍
の
苦
し
さ
、
一
歩
間
違
え
ば

死
に
つ
な
が
っ
た
、
私
の
行
軍
体
験
を
記
し
て
み
ま
す
。

昭
和
十
八
年
頃
か
ら
、
山
西
省
も
激
し
い
戦
闘
が
続
い
て
、

夏
の
炎
天
下
の
強
行
軍
の
毎
日
で
し
た
。
水
筒
の
水
も
飲
み
き

り
、
全
身
は
汗
で
衣
服
、
皮
膚
ま
で
塩
で
真
っ
白
く
な
る
、
連

日
の
行
軍
で
し
た
。

同
年
八
月
、
古
見
鎮
付
近
の
戦
闘
で
、
私
は
部
隊
本
部
の
大

行
李
班
で
、
食
料
、
弾
薬
を
中
国
馬
に
駄
載
し
、
最
後
尾
の
看

守
の
任
務
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
中
国
人
に
馬
の
手
綱
を
引
か

せ
、
草
木
の
な
い
山
々
、
深
い
谷
間
を
炎
天
下
の
行
軍
続
き
、

時
々
敵
の
攻
撃
が
あ
り
、
銃
火
を
浴
び
て
も
待
避
す
る
場
所
も



な
く
、
撃
ち
合
い
も
幾
度
か
、
今
日
で
最
期
か
、
明
日
か
と
の

思
い
が
全
身
を
か
け
め
ぐ
り
、
特
に
夜
の
行
軍
が
多
く
苦
し
い

任
務
で
し
た
。

夜
、
十
一
時
を
過
ぎ
た
頃
、
部
隊
か
ら
小
休
止
の
命
令
が
あ

り
、
馬
の
手
綱
を
足
に
巻
き
つ
け
て
休
み
ま
し
た
。

出
発
時
は
起
こ
し
て
く
れ
と
、
中
国
人
の
馬
夫
に
言
い
ま
し

た
の
に
、
馬
夫
は
手
綱
を
解
い
て
出
発
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
連
日
の
疲
労
で
死
ん
だ
よ
う
に
眠
り
込
ん
で
し
ま
い
、
目

を
覚
ま
し
た
と
き
は
何
時
間
た
っ
た
の
か
、
馬
も
行
李
の
姿
も

な
く
、
闇
夜
の
中
に
た
だ
茫
然
と
し
て
立
ち
す
く
み
ま
し
た
。

目
の
前
は
真
っ
暗
闇
、
神
仏
に
も
祈
る
気
さ
え
な
く
、
さ
ま
よ

い
な
が
ら
味
方
を
捜
し
歩
き
、
時
に
は
敵
兵
と
撃
ち
合
い
、
夜

も
更
け
月
の
明
か
り
で
川
岸
伝
い
に
歩
き
続
け
ま
し
た
。
足
の

感
覚
も
な
く
な
り
、
心
身
と
も
に
疲
れ
、
死
を
覚
悟
し
て
死
に

場
所
に
と
段
々
畑
の
洞
窟
の
中
に
入
っ
た
が
、
空
腹
と
疲
労
で

前
後
不
覚
に
も
眠
っ
て
し
ま
い
、
目
が
覚
め
た
と
き
は
朝
で
し

た
。こ
れ
ま
で
の
こ
と
は
夢
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
夢
な
ら
早
く
覚

め
て
と
洞
窟
の
中
で
手
を
合
わ
せ
て
祈
り
、
自
決
か
死
は
覚
悟

し
て
い
る
も
の
の
、
我
が
身
の
情
け
な
さ
に
初
め
て
涙
が
出
て

き
ま
し
た
。
故
郷
を
出
た
と
き
か
ら
、
今
ま
で
の
こ
と
が
次
々

と
思
い
出
さ
れ
て
、
妻
や
ま
だ
見
ぬ
我
が
子
、
父
母
、
兄
妹
、

歓
呼
の
声
で
送
っ
て
く
れ
た
村
の
人
達
が
、
頭
の
中
に
交
叉
し

て
、
生
き
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
何
と
か
味
方
に
追
い
つ
く
よ

う
に
と
、
一
心
に
神
仏
に
祈
り
ま
し
た
。

出
征
し
た
時
に
、
千
人
針
の
胴
巻
き
に
入
れ
て
き
た
お
守
り

を
取
り
出
し
て
見
る
と
、
福
泉
寺
か
ら
の
身
代
わ
り
不
動
様
の

お
守
り
の
木
札
が
真
二
つ
に
割
れ
て
い
た
の
で
、
一
縷
の
望
み

を
持
ち
、
気
を
取
り
直
し
て
近
く
の
部
落
に
入
り
「
日
本
兵
を

見
な
か
っ
た
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
「
案
内
す
る
」
と

外
に
出
て
、
急
に
何
事
か
叫
ん
で
部
落
の
中
に
逃
げ
込
ん
で
行

き
ま
し
た
の
で
危
険
を
感
じ
、
急
い
で
部
落
を
離
れ
次
の
部
落

に
入
り
、
様
子
を
見
な
が
ら
民
家
を
訪
ね
た
ら
、
運
良
く
人
の

よ
さ
そ
う
な
農
民
が
朝
食
の
支
度
を
し
て
い
て
粟
粥
を
く
れ
ま

し
た
。
熱
い
の
で
水
筒
に
入
れ
、
厚
く
礼
を
言
っ
て
部
落
を
後
に

し
、
水
筒
の
粟
粥
を
飲
み
な
が
ら
我
が
身
で
な
い
よ
う
な
足
を

ひ
き
ず
り
な
が
ら
真
夏
の
炎
天
下
、
運
命
を
天
に
任
せ
て
死
に



場
所
を
求
め
て
歩
い
て
い
る
と
、
前
方
遠
く
に
軍
隊
の
隊
列
が

見
え
た
の
で
、
近
づ
い
て
日
本
軍
に
間
違
い
な
い
、
と
分
か
っ

た
と
き
に
は
、
こ
れ
は
夢
か
幻
か
、
神
仏
の
ご
加
護
に
た
だ
涙

が
■
れ
る
の
み
で
し
た
。
前
夜
の
我
が
身
の
不
覚
が
、
悔
や
ま

れ
て
、
戦
場
の
厳
し
さ
が
現
実
で
あ
る
こ
と
が
身
に
し
み
ま
し

た
。部
隊
は
行
軍
中
の
小
休
止
で
、
機
関
銃
中
隊
の
最
後
尾
に
着

き
、「
上
澤
は
生
き
て
い
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
報
告
す
る
と
、「
よ
く
生
き
て
い
た
」
と
励
ま
す
者
、「
し
っ

か
り
し
ろ
、
元
気
を
出
せ
」
等
叱
咤
す
る
者
等
、
よ
う
や
く
生

き
て
い
る
現
実
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
六
日
、
山
西
省
稗
山
県
西
蒔
村
付
近
の
戦

闘
に
お
い
て
、
迫
撃
砲
弾
、
機
関
銃
を
右
上
腕
部
に
受
傷
し

て
、
第
六
十
九
師
団
野
戦
病
院
に
入
院
、
ガ
ス
壊
疽
を
併
発
し

右
上
腕
部
を
切
断
し
ま
し
た
。
同
年
八
月
二
十
三
日
、
河
津
患

者
療
養
所
、
第
十
四
野
戦
病
院
に
転
入
。
同
年
九
月
十
三
日
、

運
城
陸
軍
病
院
に
転
入
。
同
年
十
月
六
日
、
大
原
陸
軍
病
院
転

入
。
同
年
十
月
二
十
九
日
、
北
京
第
二
陸
軍
病
院
転
入
。
同
年

十
一
月
二
十
八
日
、
朝
鮮
臨
時
兵
站
病
院
分
院
転
入
。
同
年
十

二
月
二
日
、
釜
山
港
出
航
、
博
多
港
上
陸
、
広
島
第
三
陸
軍
病

院
転
入
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
臨
時
東
京
第
三
病
院
に
転

入
し
て
機
能
回
復
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

腕
切
断
面
は
治
癒
し
た
の
に
、
神
経
か
ら
来
る
違
和
感
で
ど

う
に
も
な
ら
ず
、
ま
た
補
装
具
（
義
手
）
を
付
け
て
も
、
意
の

ま
ま
に
な
ら
ず
、
非
常
に
苦
し
い
毎
日
で
、
社
会
復
帰
訓
練
に

お
い
て
も
苦
闘
の
連
続
で
し
た
。
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
九
日

付
、
兵
役
免
除
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
衛
生
兵
付
き
添
い
の
も
と
帰
郷
し

ま
し
た
。
再
び
帰
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
と
覚
悟
し
て
出
た
故

郷
へ
、
白
衣
な
が
ら
も
命
な
が
ら
え
て
帰
っ
て
来
た
私
の
心
境

は
、
誠
に
複
雑
で
し
た
。
家
族
は
も
と
よ
り
、
村
の
人
達
は
心

か
ら
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
、
私
の
社
会
人
と
し

て
の
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。

生
家
は
農
家
で
、
家
族
は
祖
父
母
、
両
親
、
叔
父
夫
婦
、
兄

夫
婦
、
妹
等
家
族
十
一
人
の
大
家
族
で
し
た
の
で
、
妻
は
幼
い

子
供
を
抱
え
、
右
腕
の
な
い
私
を
か
ば
い
必
死
に
働
い
て
く
れ

た
こ
と
に
は
、
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し



た
。昭
和
二
十
二
年
、
生
家
か
ら
少
し
の
田
畑
を
も
ら
い
分
家
に

な
り
ま
し
た
が
、
私
に
は
人
並
み
の
農
作
業
が
で
き
る
は
ず
も

な
い
の
で
、
衣
類
な
ど
の
行
商
を
し
、
妻
は
農
作
業
の
傍
ら
日

用
品
な
ど
雑
貨
類
の
小
さ
い
店
で
、
小
売
を
始
め
る
な
ど
の
基

礎
作
り
に
懸
命
に
働
き
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
や
梅
雨
時

に
は
、
腕
切
断
後
の
幻
の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
妻
と
共

に
励
ま
し
合
い
、
言
葉
に
な
ら
な
い
苦
労
の
毎
日
で
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
五
月
、
流
行
性
感
冒
で
、
二
男
（
五
歳
）

、

長
女
（
二
歳
）
を
一
週
間
の
う
ち
に
亡
く
し
た
こ
と
は
、
私
達

夫
婦
に
と
っ
て
は
最
大
の
痛
恨
窮
ま
り
な
い
こ
と
で
あ
り
、
生

き
て
行
く
望
み
も
、
失
い
か
け
る
出
来
事
で
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
頃
よ
り
傷
病
恩
給
等
に
助
け
ら
れ
て
豆
腐
製

造
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
朝
早
い
（
三
時
頃
起
床
）
仕
事
で
、

片
腕
の
な
い
私
は
結
局
、
妻
に
頼
る
こ
と
に
な
り
、
妻
の
苦
労

は
そ
れ
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。
冬
季
は
氷
豆
腐
を
作
り
、
釜

石
方
面
ま
で
行
商
を
し
な
が
ら
子
供
た
ち
を
育
て
ま
し
た
。

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
五
月
に
は
、
腕
の
切
断
部
の
痛
み

に
耐
え
か
ね
て
国
立
花
巻
病
院
で
神
経
の
手
術
を
し
て
、
三
カ

月
入
院
治
療
に
努
め
ま
し
た
が
痛
み
が
取
れ
ず
、
さ
ら
に
四
年

一
月
岩
手
医
大
病
院
麻
酔
科
に
入
院
し
て
い
ろ
い
ろ
の
治
療
を

試
み
ま
し
た
が
、
完
全
治
癒
は
無
理
と
の
こ
と
で
、
一
カ
月
余

で
退
院
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
戦
中
戦
後
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
報

い
る
た
め
に
も
と
、
身
体
障
害
者
の
事
務
局
を
四
十
年
間
、
民

生
委
員
等
十
指
に
余
る
委
員
、
会
長
を
務
め
、
皆
さ
ま
へ
の
せ

め
て
も
の
、
ご
恩
返
し
と
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

今
思
え
ば
、
あ
の
東
京
第
三
陸
軍
病
院
で
苦
痛
に
耐
え
な
が

ら
機
能
訓
練
に
励
ん
だ
結
果
が
曲
が
り
な
り
に
も
皆
さ
ん
の
役

に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
年
と
と
も
に
五
十
歳
頃
か
ら

は
、
義
手
の
使
用
も
ま
ま
な
ら
ず
、
左
手
で
事
務
的
な
こ
と
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
歳
月
が
た
ち
私
も
八
十
歳
、
上
腕
切
断
の

後
遺
症
の
神
経
痛
が
、
日
常
苦
痛
と
な
っ
て
い
ま
す
。
妻
も
七

十
六
歳
、
足
腰
の
痛
み
に
耐
え
て
、
私
の
片
腕
と
な
り
働
い
て

い
ま
す
。
戦
場
へ
行
き
、
戦
後
の
苦
難
の
道
を
乗
り
越
え
生
還

で
き
た
こ
と
は
、
生
涯
を
通
し
て
忘
れ
え
ざ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。



戦
禍
の
跡
は
、
既
に
祖
国
の
平
和
の
中
に
埋
没
さ
れ
ま
し
た

が
、
折
に
ふ
れ
時
が
た
つ
に
つ
け
、
あ
の
野
戦
当
時
の
苦
難
耐

乏
の
時
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
が
胸
に
せ
ま
り
、
今
は
た
だ

命
の
尊
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

軍
隊
の
歩
兵
の
本
業
は
、
射
撃
・
銃
剣
術
と
行
軍
で
あ
る
こ

と
を
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
。
広
大
な
戦
場
で
の
行
軍

で
万
一
、
部
隊
と
離
れ
た
り
行
軍
で
落
後
し
た
ら
、
そ
の
人
は

恐
ら
く
敵
兵
の
み
な
ら
ず
敵
に
通
じ
る
住
民
に
殺
さ
れ
て
し

ま
っ
た
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
部
隊
と
離
れ
て
の
行
動
は
死
に
等
し
い
の
で
あ

り
ま
す
。
本
文
に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
疲
労
の
た

め
、
不
覚
に
も
休
憩
時
に
熟
睡
し
、
部
隊
と
離
れ
、
知
ら
ぬ
う

ち
に
落
後
し
て
、
名
誉
の
戦
死
な
ら
ぬ
行
方
不
明
の
死
と
い

う
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ
ぬ
不
名
誉
の
死
の
汚
名
を
受
け
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
あ
の
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

良
く
ぞ
部
隊
に
追
い
着
け
た
と
、
そ
の
幸
運
を
感
謝
い
た
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

負
傷
を
し
、
そ
の
苦
痛
、
戦
後
の
現
在
に
至
る
も
後
遺
症
に

苦
し
ん
で
い
る
こ
と
は
、
私
達
夫
婦
に
と
っ
て
背
負
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
不
運
で
は
あ
り
ま
す
が
、
妻
を
は
じ
め
、
家
族
の
力
と
理

解
に
よ
り
、
今
日
を
生
き
ら
れ
た
こ
と
は
感
謝
に
耐
え
ぬ
と
、

日
々
心
に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。
戦
闘
で
戦
死
し
た
先
輩
や
戦
友

に
は
、
戦
後
の
幸
福
や
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
さ

れ
た
貴
重
な
人
生
を
、
世
の
為
に
尽
く
し
た
い
と
思
う
日
々
で

あ
り
ま
す
。

【
解

説
】

体
験
記
執
筆
の
上
澤
正
一
氏
所
属
の
第
六
十
九
師
団
（
勝
第

二
三
五
六
部
隊
）
は
、
歩
兵
第
五
十
九
旅
団
及
び
独
立
歩
兵
第

六
十
旅
団
を
基
幹
と
し
て
、
昭
和
十
七
年
三
月
編
成
さ
れ
た
。

独
立
歩
兵
第
五
十
九
旅
団
は
、
独
立
歩
兵
第
八
十
二
大
隊
・

第
八
十
三
・
第
八
十
四
・
第
八
十
五
・
第
八
十
六
大
隊
で
編
成

さ
れ
、
中
華
民
国
山
西
省
、
汾
陽
（
山
西
省
中
部
、
龍
門
江
沿

岸
）
に
位
置
し
、
警
備
、
治
安
確
保
に
任
じ
て
い
た
。

独
立
歩
兵
第
六
十
旅
団
の
所
属
部
隊
は
、
独
立
歩
兵
第
百
十

八
・
第
百
十
九
・
第
百
二
十
大
隊
及
び
、
通
信
隊
・
工
兵
隊
・

輜
重
隊
・
野
戦
病
院
・
病
馬
■
で
、
内
地
弘
前
に
お
い
て
編
成

し
、
師
団
司
令
部
を
山
西
省
臨
汾
に
位
置
し
、
冀
察
地
区
（
河



北
・
察
吩
爾
＝
チ
ャ
ハ
ル
）
の
警
備
治
安
確
保
に
任
じ
た
。

こ
の
間
、
対
晉
（
山
西
省
）
汾
陽
（
山
西
省
中
部
、
太
原
西

南
方
）
東
南
方
地
区
作
戦
並
び
に
十
八
春
大
行
及
び
、
十
八
秋

大
岳
地
区
作
戦
に
参
加
し
た
。

初
代
師
団
長
は
陸
軍
中
将
井
上
貞
衛
、
二
代
師
団
長
陸
軍

中
将
三
浦
忠
次
郎
で
あ
り
、
昭
和
十
九
年
二
月
、
編
成
改
正

に
着
手
し
師
団
よ
り
兵
力
を
抽
出
し
、
同
年
三
月
独
立
歩
兵
第

三
旅
団
の
編
成
を
完
結
し
、
該
部
隊
と
冀
察
地
区
の
警
備
を
移

譲
し
、
第
三
十
七
師
団
（
冬
兵
団
―
湘
桂
作
戦
に
参
加
し
、
以

後
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
よ
り
南
方
軍
に
移
る
）
の
転
出
に
伴

い
、
山
西
省
同
東
地
区
の
警
備
を
交
代
継
承
す
。

師
団
司
令
部
は
運
城
（
山
西
省
南
部
蒲
州
東
方
）
に
位
置

す
。
昭
和
十
九
年
四
月
、
軍
令
に
よ
り
師
団
迫
撃
砲
隊
増
加
編

成
す
。
同
年
五
月
よ
り
西
北
河
南
作
戦
に
参
加
す
。（
上
澤
氏

の
戦
傷
は
同
年
八
月
山
西
省
稗
山
県
と
あ
る
）

。

上
澤
氏
所
属
、
独
立
歩
兵
第
百
十
八
大
隊
は
、
歩
兵
第
六
十

旅
団
隷
下
で
あ
る
の
で
、
同
旅
団
の
軍
歴
の
概
略
は
次
で
あ

る
。

昭
和
十
八
年

一
月
　
萬
安
鎮
西
方
第
四
十
八
師
団
作
戦
参
加

三
月
　
第
三
十
七
師
団
協
力
作
戦
参
加

四
月
～
五
月
　
十
八
春
大
行
作
戦
参
加
（
大
行
山
脈
一
帯
）

九
月
二
日
～
七
日
　
南
部
瞿
山
討
伐
に
参
加

九
月
八
日
～
二
十
一
日
　
汾
城
西
方
対
山
西
軍
作
戦
参
加

九
月
二
十
二
日
～
十
一
月
二
十
日
　
十
八
秋
大
岳
地
区
作

戦
参
加

昭
和
十
九
年

三
月
二
日
　
山
西
省
聞
喜
県
横
水
鎮
付
近
警
備

四
月
九
日
　
稷
王
山
周
辺
地
区
粛
正
作
戦
参
加

八
月
三
十
日
～
九
月
四
日
　
栄
河
北
方
地
区
挺
進
縦
隊
撃

滅
作
戦
参
加
～
汾
南
地
区
山

西
軍
撃
滅
作
戦
参
加

十
月
十
七
日
山
西
省
聞
喜
地
区
付
近
警
備
ほ
か

独
立
歩
兵
第
百
十
八
大
隊
の
略
歴
は
次
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年

四
月
十
四
日
　
青
森
県
弘
前
市
に
お
い
て
編
成
完
結



大
隊
本
部
　
一
、
一
般
中
隊
　
五
、
機
関
銃
中
隊
　
一
、

歩
兵
砲
中
隊
一

〔
行
動
の
概
要
〕

昭
和
十
七
年

四
月
二
十
四
日
　
弘
前
出
発

四
月
二
十
六
日
　
宇
品
港
出
帆

五
月
三
日
～
十
一
日
　
山
西
省
洪
洞
着
第
六
十
九
師
団
長

の
隷
下
に
入
り
同
地
区
、
洪
洞
・

臨
汾
付
近
の
警
備

十
一
月
六
日
～
十
八
年
一
月
二
十
四
日
　
沁
源
地
区
警
備

一
月
二
十
五
日
～
七
月
二
十
二
日
　
沁
水
地
区
の
警
備

七
月
二
十
三
日
～
十
九
年
二
月
二
十
九
日
　
洪
洞
安
沢
地

区
の
警
備

七
月
六
日
～
八
月
二
十
九
日
　
山
西
省
河
進
県
、
河
津
付

近
の
警
備

昭
和
十
九
年

八
月
六
日
　
山
西
省
稗
山
県
西
蒔
村
付
近
の
戦
闘
に
て
迫

撃
砲
弾
、
機
関
銃
弾
右
上
腕
部
受
傷

昭
和
二
十
一
年

一
月
十
三
日
　
一
部
内
地
帰
還
の
た
め
上
海
市
政
府
に
集

結
、
連
合
国
に
よ
る
携
行
品
検
査
、
乗
船

出
発
帰
還
人
員
　
小
田
島
大
尉
以
下
五

八
九
人

一
月
十
六
日
　
Ｌ
Ｓ
Ｔ
第
九
号
佐
世
保
港
上
陸

除
隊
、
召
集
解
除

死
亡
者
　
二
三
三
人
　
転
属
者
　
一
九
五
人

独
立
歩
兵
第
百
十
八
大
隊
長
　
陸
軍
少
佐
　
赤
星
正
太

第
六
十
九
師
団
第
六
十
旅
団
長

初
代
　
　
陸
軍
少
将
　
　
太
田
藤
太
郎

二
代
　
　
陸
軍
少
将
　
　
服
部
直
臣

三
代
　
　
陸
軍
少
将
　
　
国
司
憲
太
郎

作
戦
参
加
状
況

期

間
　
　
　
　
　
　
作

戦

昭
和
十
七
年
六
月
四
日
　
対
晋
汾
城
西
南
地
区
作
戦

～
六
月
十
日

六
月
七
日
　
汾
陽
北
方
地
区
作
戦



～
六
月
十
七
日

六
月
二
十
九
日
　
対
晋
襄
陵
西
方
地
区
作
戦

～
七
月
三
日

七
月
十
日
　
対
晋
汾
陽
東
南
地
区
作
戦

～
七
月
二
十
二
日

七
月
二
十
三
日
　
対
六
一
軍
作
戦

～
八
月
三
日

八
月
十
日
　
襄
陵
北
方
地
区
討
伐

～
八
月
十
九
日

八
月
二
十
日
　
対
山
西
軍
作
戦

～
八
月
二
十
七
日

八
月
二
十
八
日
　
萬
安
鎮
西
南
方
地
区
作
戦

～
九
月
二
日

九
月
一
日
　
洪
洞
東
方
地
区
作
戦

～
十
月
四
日

九
月
三
日
　
霍
県
東
方
地
区
作
戦

～
九
月
九
日

十
月
二
十
日
　
沁
源
地
区
作
戦

～
十
一
月
十
一
日

十
一
月
二
十
二
日
　
浮
山
東
方
地
区
作
戦

～
十
一
月
二
十
三
日

十
一
月
二
十
四
日
　
洪
洞
西
方
地
区
作
山
西
軍

撃
滅
作
戦

～
十
一
月
二
十
七
日

昭
和
十
八
年
一
月
一
日
　
萬
安
鎮
西
方
対
四
十
八
師
団
作
戦

～
一
月
四
日

一
月
五
日
　
洪
洞
西
方
地
区
対
四
十
八
師
団
作

戦

～
一
月
十
日

四
月
五
日
　
十
八
春
太
行
作
戦

～
五
月
二
十
三
日

九
月
三
十
日
　
十
八
秋
太
岳
地
区
作
戦

～
十
一
月
十
五
日

昭
和
十
九
年
四
月
十
日
　
西
北
河
南
作
戦

～
七
月
五
日

八
月
二
十
九
日
　
栄
河
北
方
地
区
挺
進
隊
撃
滅

作
戦～
九
月
九
日



九
月
十
五
日
　
汾
南
地
山
西
軍
撃
滅
作
戦

～
十
月
十
二
日

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
七
日
　
汾
南
地
区
二
月
粛
清
作
戦

～
三
月
六
日

五
月
一
日
　
「
光
」
号
作
戦
準
備

～
六
月
二
十
七
日

こ
の
軍
歴
を
み
る
と
、
勝
兵
団
（
第
六
十
九
師
団
）
の
ご
と

く
、
北
支
那
方
面
で
の
治
安
維
持
及
び
作
戦
参
加
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
広
範
な
地
域
で
、
少
数
の
兵
力
で
、
国
民
政
府

軍
（
■
介
石
）
と
共
産
八
路
軍
及
び
雑
軍
と
言
わ
れ
る
地
方
軍

閥
軍
と
の
戦
闘
に
従
事
し
た
部
隊
及
び
将
兵
の
苦
労
は
大
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。




